
こ
の
現
代
の
偉
大
な
歴
史
家
↑
文
明
批
評
家
、
国
際
問
題
評
論
家
に
つ
い
て
多
く
を
語
る
要
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
巨
人
が
宗
教
に
閲
し

て
深
い
関
心
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
比
類
を
絶
す
る
ほ
ど
な
該
博
な
知
識
と
公
平
無
私
な
態
度
と
を
も
っ
て
「
現
代
人
類
の
危
機

意
識
に
応
え
る
も
の
を
既
成
宗
教
の
神
話
と
教
条
を
突
き
抜
け
た
と
こ
ろ
に
求
め
ん
と
す
る
」
（
松
本
重
治
『
歴
史
の
教
訓
』
ま
え
が
き
）
点

で
ほ
と
ん
ど
求
道
者
と
も
呼
び
得
べ
き
人
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
今
は
た
だ
、
管
見
の
及
び
得
た
限
り
に
お
い
て
、

こ
の
稀
代
の
碩
学
が
佛
教
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
言
葉
を
拾
い
出
し
、
そ
れ
を
整
理
し
て
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
は
な
は
だ
目
四
日
Ｃ
‐

⑳
。
（
）
巨
○
な
考
え
方
が
、
平
生
イ
ン
ド
佛
教
の
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
分
野
に
局
跨
し
お
の
ず
か
ら
」
三
ｇ
ｏ
胃
三
）
一
○
に
な
っ
て
い
る
お
の
れ
に

と
っ
て
、
他
山
の
石
に
な
ろ
う
こ
と
を
庶
幾
し
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
次
下
に
引
用
す
る
書
名
を
表
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

１
「
歴
史
の
研
究
』
蝋
山
・
阿
部
訳
、
社
会
思
想
研
究
会
刊
、
昭
妬
ｌ
”
（
サ
マ
ヴ
ニ
ル
縮
冊
版
上
巻
の
完
訳
、
引
用
略
号
「
研
究
、
旧
」
）

Ａ
ｊ
ト
イ
ン
ピ
ー
の
佛

観

桜

部

建
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ト
イ
ン
ビ
ー
に
よ
れ
ば
。
一
十
世
紀
に
は
分
析
家
と
称
す
る
人
々
の
問
題
と
す
る
よ
う
な
高
等
宗
教
の
数
は
少
く
と
も
七
つ
あ
る
」

（
「
宗
教
観
」
四
○
三
頁
）
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
的
に
対
す
る
イ
ン
ド
的
（
「
鈴
木
諭
集
」

一
九
五
頁
）
、
あ
る
い
は
ギ
リ
シ
ャ
。
ユ
ダ
ヤ
的
に
対
す
る
イ
ン
ド
・
極
東
的
（
「
西
欧
」
六
八
頁
乱
あ
る
い
は
西
南
ア
ジ
ヤ
的
（
ま
た
は

酉
君
劃
昌
〕
己
（
）
豊
目
昌
）
に
対
す
る
イ
ン
ド
的
（
（
Ｕ
目
も
総
）
、
あ
る
い
は
『
一
ダ
ヤ
的
］
目
昌
ｏ
に
対
す
る
佛
陀
的
酉
一
邑
冒
后
（
「
宗
教
観
」

5432
戸

11109876理
三
ｍ
白
」
砂
の
○
口
ｏ
の
。
］
皇
ａ
昏
己
の
胃
｝
］
．
届
忠
（
略
号
ロ
の
色
昏
）

「
試
煉
に
立
つ
文
明
』
深
瀬
基
寛
訳
、
社
会
思
想
研
究
会
刊
、
昭
”
（
略
号
「
試
煉
」
）

○
胃
尉
は
四
昌
噂
四
日
○
侭
昏
の
閃
呂
四
○
国
め
旦
昏
①
言
自
国
》
后
雪
（
略
号
ｏ
胃
ご

「
世
界
と
西
欧
」
吉
田
健
一
訳
、
社
会
思
想
社
刊
、
昭
弘
（
現
代
教
養
文
庫
二
四
九
、
略
号
「
西
欧
」
）

同
沙
鴛
甘
言
①
爵
大
阪
教
育
図
書
出
版
Ｋ
Ｋ
刊
、
昭
弘
（
９
旨
蔚
邑
号
・
昌
曼
同
晶
冨
］
浮
号
の
鵲
と
し
て
抄
出
の
も
の
。
黒
沢
英
二
氏

に
「
東
か
ら
西
へ
」
と
し
て
全
篇
の
和
訳
が
あ
る
も
、
筆
者
は
未
見
。
略
号
同
騨
昇
）
・

「
一
歴
史
家
の
宗
教
観
」
深
瀬
訳
、
社
会
思
想
社
刊
、
昭
弘
（
略
号
「
宗
教
観
」
）

胃
ぎ
の
国
警
員
丙
①
肩
冒
ロ
｝
の
ご
目
①
羅
冨
巨
黒
且
冒
幽
ｏ
三
〕
「
佛
教
と
文
化
」
所
収
、
鈴
木
学
術
財
団
刊
、
昭
弱
（
略
号
「
鈴
木
諭
集
」
）

『
歴
史
の
教
訓
」
松
本
重
治
訳
、
岩
波
書
店
刊
、
昭
謁
（
略
号
「
教
訓
」
）

『
ア
ジ
ア
高
原
の
旅
』
黒
沢
英
二
訳
、
毎
日
新
聞
社
刊
、
昭
諏
（
略
号
「
高
原
」
）

『
文
明
の
実
験
』
黒
沢
訳
、
毎
日
新
聞
社
刊
、
昭
犯
（
略
号
「
実
験
」
）

『
歴
史
の
研
究
』
長
谷
川
松
治
訳
、
中
央
公
論
社
（
世
界
の
名
著
ｇ
刊
、
昭
哩
（
サ
マ
ヴ
ェ
ル
縮
冊
版
上
・
下
巻
の
抄
訳
、
略
号
「
研

究
二

ﾆニ
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四
○
三
頁
）
と
い
う
よ
う
に
種
種
な
呼
び
方
で
区
別
が
立
て
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
前
者
の
グ
ル
ー
プ
に
は
「
一
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス

ト
教
・
回
教
が
含
ま
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
後
者
の
グ
ル
ー
プ
に
は
セ
イ
ロ
ン
・
東
南
ア
ジ
ヤ
の
小
乗
佛
教
、
東
ア
ジ
ヤ
・
チ
§
ヘ
ッ
ト
・
蒙

古
の
大
乗
佛
教
、
イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ド
ゥ
教
が
含
ま
れ
る
。
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
古
い
ハ
ラ
モ
ン
教
、
す
な
わ
ち
「
佛
陀
以
前
の
ヒ
ン
ド
ゥ

教
」
と
歴
史
的
な
関
係
が
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
精
神
と
も
の
の
見
方
は
明
ら
か
に
マ
ー
ダ
ャ
的
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。

佛
教
が
そ
の
中
に
属
す
る
と
こ
ろ
の
「
イ
ン
ド
的
」
諸
宗
教
の
も
つ
共
通
な
特
長
と
し
て
は
い
排
他
的
で
な
い
こ
と
、
②
ド
グ
マ
｜
〒
・
イ

ッ
ク
で
な
い
こ
と
、
③
そ
の
有
す
る
絶
対
的
実
在
の
観
念
は
絶
対
の
人
格
的
な
面
と
非
人
格
的
な
面
と
の
両
方
を
含
む
と
い
う
意
味
で
包

容
的
で
あ
る
こ
と
、
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
（
「
鈴
木
諭
集
」
一
九
五
頁
）
が
、
中
で
も
特
に
第
一
の
点
す
な
わ
ち
他
宗
教
や
他
思
想
に
対

す
る
寛
容
性
・
非
闘
争
性
が
強
調
さ
れ
（
「
教
訓
」
二
九
、
三
○
頁
、
「
実
験
」
一
○
五
頁
）
、
そ
れ
が
「
ユ
ダ
ヤ
的
」
三
宗
教
の
偏
狭
さ
・
闘

争
性
と
対
比
さ
れ
る
。
「
こ
の
三
宗
教
の
神
に
は
皆
、
愛
と
慈
悲
と
め
ぐ
み
に
あ
ふ
れ
る
面
が
あ
る
と
同
時
に
、
ね
た
み
深
く
怒
り
易
く

酷
し
い
面
が
あ
る
」
（
「
実
験
」
六
七
頁
）
。
そ
の
偏
狭
苛
酷
は
、
時
に
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
異
教
禁
令
・
回
教
徒
の
異
教
征
伐
・
キ
リ
ス
ト
教

徒
の
十
字
軍
・
近
世
西
洋
に
お
け
る
宗
教
戦
争
な
ど
の
よ
う
な
、
惨
濾
た
る
残
虐
行
為
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
最
後
の
も
の
の
如
き
は
、

キ
リ
ス
ト
教
的
狂
信
の
結
果
と
し
て
、
近
代
西
欧
人
を
し
て
宗
教
そ
の
も
の
を
忌
避
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
（
「
西
欧
」
八
五
’
八
八
頁
、

「
鈴
木
諭
集
」
一
九
一
頁
）
。
そ
れ
に
比
ゞ
へ
て
佛
教
に
は
宗
教
戦
争
と
い
う
。
へ
き
も
の
が
無
か
っ
た
（
「
鈴
木
諭
集
」
一
九
二
、
三
頁
）
。
「
イ
ン

ド
的
」
宗
教
は
「
ユ
ダ
ヤ
的
」
あ
る
い
は
「
・
〈
レ
ス
チ
ナ
的
」
宗
教
に
比
し
て
～
愛
の
た
め
に
は
苦
を
受
け
る
こ
と
を
も
栄
光
と
す
る
と

い
う
精
神
に
欠
け
る
（
９
風
も
．
圏
）
よ
う
な
点
で
房
、
印
胃
芦
ｇ
ｏ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
寛
容
で
非
闘
争
的
で
あ
る
点
で
雨
、
⑳
“
す
（
）
ｇ
ｃ
巨
の

子
延
圭
め
マ
（
》
（
ｃ
豈
昌
◇
］
〕
．
罠
ご
）
０

「
イ
ン
ド
的
」
宗
教
の
仲
間
で
は
、
小
乗
佛
教
が
最
古
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
北
方
大
乗
佛
教
の
母
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ヒ
ン
ド

ゥ
教
の
、
く
わ
し
く
い
え
ば
冒
降
‐
団
巨
＆
富
甘
言
目
目
旦
匡
目
目
勝
巳
の
、
母
で
も
あ
る
（
ｇ
且
や
程
）
。
し
た
が
っ
て
大
乗
と
ヒ
ン

ド
ゥ
教
と
は
共
通
の
母
か
ら
生
ま
れ
た
姉
妹
（
９
風
ロ
篭
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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と
こ
ろ
で
、
そ
の
共
通
の
母
な
る
原
始
・
小
乗
佛
教
は
，
戦
前
に
出
さ
れ
た
『
歴
史
の
研
究
」
の
前
六
巻
の
中
で
は
，
「
高
等
宗
教
」

と
し
て
で
な
く
、
む
し
ろ
「
哲
学
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
セ
イ
ロ
ン
・
ビ
ル
マ
・
タ
イ
な
ら
び
に
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
の
小
乗

佛
教
徒
は
」
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
と
共
に
「
ヘ
レ
ニ
ッ
ク
社
会
が
イ
ン
ド
世
界
に
侵
入
す
る
以
前
の
、
マ
ゥ
リ
ャ
帝
国
当
時
の
イ
ソ
》

、
、

ド
社
会
の
化
石
」
で
あ
り
（
「
研
究
」
一
○
二
、
二
六
三
頁
）
、
そ
れ
は
「
大
乗
以
前
の
佛
教
哲
学
の
名
残
」
（
「
研
究
」
旧
六
五
九
頁
）
に
過
ぎ

な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
「
高
等
宗
教
」
の
名
に
相
応
し
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
け
だ
し
イ
ン
ド
文
明
圏
は
、
そ
の
「
解
体
」

過
程
の
中
途
で
、
ギ
リ
シ
ャ
文
明
の
烈
し
い
侵
入
を
蒙
っ
た
。
そ
こ
に
ト
イ
ン
ビ
ー
の
い
わ
ゆ
る
「
挑
戦
呂
昌
①
巨
鴨
」
と
「
応
戦
園
①
⑭
‐

宮
口
印
①
」
の
関
係
が
見
ら
れ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
ア
ヶ
メ
ニ
ャ
帝
国
を
滅
ぼ
し
て
イ
ン
ダ
ス
河
畔
に
侵
旭
し
（
ぃ
目
と
駅
弱
．
ｏ
）
、
イ

ン
ド
文
明
間
と
ギ
リ
シ
ャ
文
明
圏
と
が
は
じ
め
て
接
触
し
た
頃
、
イ
ン
ド
文
明
圏
は
す
で
に
文
明
の
「
解
体
」
が
進
捗
し
て
、
今
ま
さ
に

「
世
界
国
家
己
巳
く
①
勗
昌
陣
胃
の
」
の
段
階
に
入
ろ
う
と
す
る
（
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
。
ブ
タ
に
よ
る
マ
ゥ
リ
ャ
王
朝
建
立
は
い
鵠
凸
隠
国
。
）
所
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
「
支
配
的
少
数
者
」
は
す
で
に
久
し
い
以
前
か
ら
ジ
ャ
イ
ナ
教
お
よ
び
佛
教
と
い
う
二
つ
の
「
哲
学
」
流
派
を
創

造
し
て
、
解
体
の
試
煉
に
対
処
し
て
来
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
「
内
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
が
「
高
等
宗
教
」
（
シ
リ
ヤ
文
明
間
に
お

、
、
、
℃

け
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
・
『
一
ダ
ャ
教
に
相
当
す
る
よ
う
な
）
を
そ
れ
ま
で
に
生
み
出
し
た
と
い
う
証
拠
は
、
全
く
無
い
。
佛
教
が
、
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ロ
ス
以
後
の
ギ
リ
シ
ャ
文
明
圏
の
中
心
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
所
に
位
置
す
る
が
し
か
し
広
大
で
重
要
な
土
地
で
あ
る
．
ハ
ク
ト
リ

ャ
の
、
ギ
リ
シ
ャ
人
王
国
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
地
方
を
、
心
服
せ
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
実
際
そ
れ
よ
り
よ
ほ
ど
後
の
時

代
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
佛
教
が
こ
の
よ
う
な
精
神
的
な
逆
征
服
に
成
功
し
た
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
文
明
に
挑
戦
さ
れ
て
、
そ
れ
自
身
甚
だ

し
い
変
容
を
遂
げ
た
末
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
、
佛
陀
の
初
期
の
門
人
た
ち
の
古
い
「
哲
学
」
は
形
を
改
め
て
大
乗
と
い
う
新
し
い

「
宗
教
」
に
変
じ
た
の
で
あ
る
（
「
研
究
」
旧
六
五
六
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
論
じ
て
、
ト
イ
ン
ビ
ー
は
そ
こ
に
、
小
乗
か
ら
大
乗
へ
の
変
貌
を

語
る
シ
チ
ェ
ル
・
ハ
ツ
コ
イ
の
内
毘
①
９
国
。
①
宮
冒
〕
旦
国
三
民
宮
降
冒
時
ぐ
倒
冨
か
ら
の
長
い
引
用
を
掲
げ
て
い
る
。
佛
教
が
そ
の
伝
播
の

途
上
に
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
影
響
の
下
に
、
小
乗
の
「
哲
学
」
か
ら
大
乗
の
「
宗
教
」
へ
と
変
貌
し
た
と
い
う
こ
の
指
摘
は
、
戦
後
間
も

ワ尽
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皆
〕
閉
巽
。
国
璽
ロ
』
鞭
Ｐ
弓
胃
○
鱈
呂
さ
刃
巴
喧
○
国
》
邑
麗
に
至
っ
て
、
こ
の
「
哲
学
」
か
ら
「
宗
教
」
へ
の
問
題
は
さ
ら
に
く
わ
し
く
論

ぜ
ら
れ
る
。
「
哲
学
」
の
諸
派
の
創
始
者
は
た
い
て
い
「
解
体
せ
ん
と
す
る
文
明
圏
の
支
配
的
少
数
者
の
残
党
に
属
す
る
人
々
」
で
「
社

会
の
中
流
も
し
く
は
上
流
の
階
級
に
生
ま
れ
落
ち
た
洗
練
さ
れ
た
人
た
ち
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
高
等
宗
教
」
の
開
祖
た
ち
は

た
い
て
い
「
解
体
せ
ん
と
す
る
文
明
間
の
構
成
員
の
大
多
数
を
占
め
る
階
級
の
出
身
」
で
、
社
会
の
没
落
と
崩
壊
に
よ
っ
て
異
常
な
苦
し

み
を
受
け
て
「
先
祖
代
々
の
生
活
の
枠
か
ら
引
き
抜
か
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
感
じ
て
い
る
「
根
無
し
草
」
的
受
難
者
で
あ
っ
た
。
佛
陀
は

、
、

、

前
者
で
あ
り
な
が
ら
、
王
宮
を
抜
け
出
し
て
出
家
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
「
進
ん
で
根
無
し
草
に
な
っ
た
上
、
さ
ら
に
一
個
の
非

、
、
、

、

論
理
的
な
福
音
伝
道
者
に
な
っ
た
」
。
「
彼
が
こ
の
よ
う
な
自
己
犠
牲
的
な
転
回
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
見
れ
ば
、
彼
が
一
個
の
哲

、

、
、
、
、

学
の
創
始
者
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
死
後
＄
高
等
宗
教
の
開
祖
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
」
（
「
宗
教
観
」

こ
こ
に
「
非
論
理
的
邑
○
嘔
昌
匡
と
い
っ
て
い
る
の
は
次
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
佛
陀
は
、
苦
悩
を
逃
れ
る
唯
一
の
道

は
煩
悩
の
滅
却
に
よ
っ
て
浬
藥
（
減
度
）
に
い
た
る
こ
と
に
あ
る
と
直
観
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
そ
の
真
理
の
直
観
に
悟
入
し
た
人

間
な
ら
ば
、
み
ず
か
ら
は
浬
桑
に
入
る
こ
と
な
く
現
世
に
踏
み
留
ま
っ
て
、
こ
の
煩
悩
か
ら
の
自
己
解
脱
の
道
を
他
人
に
も
伝
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
一
つ
の
道
徳
的
義
務
を
課
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
確
信
の
下
に
、
行
動
し
た
（
「
宗
教
観
」
二
五
頁
）
。
こ

れ
は
論
理
的
に
は
撞
着
で
あ
る
が
、
け
だ
し
「
崇
高
な
撞
着
⑱
二
三
目
①
三
８
二
覗
胃
①
邑
○
己
と
い
う
、
へ
き
も
の
（
「
宗
教
観
」
一
○
五
頁
）
で

な
く
出
さ
れ
た
。
ご
罠
隠
昌
○
己
○
国
月
旦
己
、
届
畠
の
中
に
も
何
箇
処
か
見
ら
れ
る
（
「
試
煉
」
二
三
○
、
二
九
○
頁
）
。
そ
こ
で
は
ま
た
、
大

乗
ば
か
り
で
な
く
ヒ
ン
ド
ゥ
教
を
も
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
文
明
の
挑
戦
に
対
す
る
イ
ン
ド
人
の
応
戦
と
見
て
、
大
乗
が
平
和
的
応
戦
で
あ

る
の
に
比
べ
て
ヒ
ン
ド
ゥ
教
は
暴
力
的
応
戦
で
あ
る
↑
な
ど
と
説
い
て
い
る
（
「
試
煉
」
三
一
四
頁
）
。

二
三
、
四
頁
）
。

三
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あ
る
。
そ
れ
は
、
自
ら
か
ち
得
た
精
神
力
を
自
ら
が
浬
藥
に
入
る
た
め
に
用
い
た
い
と
い
う
誘
惑
に
打
ち
克
っ
た
、
自
己
犠
牲
的
行
動
で

、
、

あ
る
。
「
佛
陀
は
一
つ
の
哲
学
を
説
こ
う
と
し
た
」
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
よ
う
に
「
行
動
し
た
精
神
が
、
佛
陀
を
ま
た
一
つ
の

、
、

宗
教
の
創
始
者
た
ら
し
め
た
」
（
「
宗
教
観
」
一
ニ
ハ
頁
）
の
で
あ
る
。

同
じ
こ
と
は
ま
た
左
の
よ
う
に
も
説
か
れ
る
Ｉ
ま
こ
と
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
佛
伝
の
中
に
見
え
る
最
も
崇
高
な
事
柄
の
一
つ
は
↑

佛
陀
が
彼
の
説
い
た
通
り
を
実
践
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
佛
陀
が
正
覚
に
到
っ
た
時
、
悪
魔
は
佛
陀
を
誘
っ
て
、
直
ち

に
永
遠
の
休
息
た
る
混
梁
に
入
ら
し
め
よ
う
と
し
た
の
に
、
彼
は
そ
れ
を
拒
ん
で
、
こ
の
世
の
い
の
ち
あ
る
限
り
娑
婆
に
留
ま
っ
て
、
人

々
に
真
実
へ
の
道
を
発
見
さ
せ
る
よ
う
力
を
場
そ
う
と
決
心
し
た
。
そ
の
た
め
に
彼
自
身
は
そ
の
道
の
終
着
点
た
る
浬
樂
へ
あ
と
一
歩
の

と
こ
ろ
で
立
止
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
態
度
は
あ
る
意
味
で
前
後
撞
着
し
て
い
る
。
彼
は
、
非
論
理
的
に
も
、
す
今
へ
て
の
有

情
を
憐
む
大
悲
を
実
践
す
る
。
彼
の
教
説
と
彼
の
実
践
と
の
間
に
存
す
る
こ
の
旨
○
四
ｏ
営
罫
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
態
度
と
近
い
も
の
で

あ
り
、
キ
リ
ス
ト
者
ら
の
心
を
う
つ
も
の
で
あ
る
（
ｇ
貝
宕
麗
）
。

小
乗
の
哲
学
か
ら
大
乗
の
宗
教
へ
と
移
る
佛
教
の
変
貌
は
、
こ
の
よ
う
に
佛
陀
自
身
の
生
涯
の
中
で
そ
れ
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

す
で
に
予
想
さ
れ
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
事
実
と
し
て
は
、
師
の
死
後
お
よ
そ
三
百
年
を
経
た
紀
元
前
二
世
紀
の
頃
に
至
っ
て
「
ギ
リ

、
、
、
、

シ
ャ
人
と
中
央
ア
ジ
ヤ
の
遊
牧
民
と
が
相
次
い
で
イ
ン
ド
へ
侵
入
し
た
た
め
に
根
こ
そ
ぎ
に
な
っ
て
い
た
人
々
」
が
は
じ
め
て
「
大
乗
佛

教
の
黎
明
の
微
光
に
照
ら
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
っ
た
（
「
宗
教
観
」
二
一
四
頁
）
の
で
あ
る
。

、
、
、

そ
の
よ
う
に
説
か
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
先
に
「
イ
ン
ド
的
」
三
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て
、
原
始
・
小
乗
佛
教
を
母
と
し
て
大
乗
と
ヒ

ン
ド
ゥ
教
と
の
姉
妹
が
生
じ
た
と
述
寺
へ
た
の
は
、
「
高
等
宗
教
」
と
「
哲
学
」
と
の
間
に
は
っ
き
り
区
別
を
立
て
る
立
場
か
ら
い
え
ば
、
む

も
、

、
、
、

し
ろ
、
原
始
・
小
乗
佛
教
の
哲
学
か
ら
大
乗
と
ヒ
ン
ド
ゥ
の
二
宗
教
が
生
じ
た
、
と
し
た
方
が
明
快
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
次
の
よ
う

な
言
い
方
で
語
ら
れ
も
す
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
や
回
教
は
ま
ず
宗
教
と
し
て
成
立
し
、
そ
れ
か
ら
の
ち
に
そ
の
福
音
を
ギ
リ
シ

ャ
哲
学
の
用
語
に
翻
訳
し
た
。
だ
か
ら
こ
れ
ら
の
宗
教
は
、
ま
ず
哲
学
の
軌
道
の
外
に
起
こ
り
、
つ
い
で
こ
れ
と
衝
突
し
、
や
が
て
妥
協
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と
も
か
く
、
初
期
の
佛
教
哲
学
と
大
乗
佛
教
と
の
間
の
差
異
は
「
少
く
と
も
新
ブ
ラ
ト
ン
主
義
と
紀
元
前
四
世
紀
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
学
派

、
、

の
哲
学
と
の
差
異
と
同
程
度
に
は
な
は
だ
し
い
」
（
「
研
究
」
二
七
四
頁
）
。
そ
し
て
「
大
乗
は
佛
教
哲
学
に
対
し
て
反
対
の
立
場
を
と
っ
た

が
、
そ
の
佛
教
哲
学
そ
の
も
の
が
、
果
し
て
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
・
ガ
ー
ウ
タ
マ
自
身
の
説
い
た
教
え
を
そ
の
ま
ま
伝
え
た
も
の
で
あ
る
か
、

し
た
、
と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
乗
や
ヒ
ン
ド
ゥ
教
は
逆
に
、
「
ま
ず
哲
学
の
ふ
と
こ
ろ
の
中
に
起
こ
り
，
つ
い
で
生
の
問
題
に

対
し
て
哲
学
者
た
ち
が
知
的
な
方
法
を
も
っ
て
迫
る
こ
と
か
ら
進
ん
で
二
つ
の
高
等
宗
教
を
引
き
出
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
表
面

的
な
知
性
を
突
き
破
っ
て
人
間
性
の
潜
在
意
識
の
深
み
に
ま
で
根
を
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
‐
’
（
「
宗
教
観
」
一
八
六
頁
）
・

こ
こ
に
至
っ
て
は
じ
め
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
と
い
う
高
等
宗
教
が
イ
ン
ド
文
明
か
ら
そ
の
「
内
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
を
介
し
て
成
立

し
た
し
、
大
乗
佛
教
と
い
う
高
等
宗
教
が
ギ
リ
シ
ャ
文
明
と
イ
ン
ド
文
明
か
ら
両
文
明
の
「
内
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
を
介
し
て
成
立

し
た
（
「
研
究
」
四
○
八
頁
）
。
ト
イ
ン
ビ
ー
理
論
に
お
い
て
、
高
等
宗
教
と
世
界
教
会
己
昌
ぐ
①
晶
皀
Ｑ
〕
冒
呂
と
の
成
立
は
常
に
内
的
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
特
有
の
功
業
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
し
か
し
、
ト
イ
ン
ビ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
力
が
発
揮
さ
れ
る
の
に
は

そ
の
精
神
の
内
に
「
外
来
の
生
命
の
火
花
」
が
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
て
、
大
乗
と
い
う
高
等
宗
教
に
と
っ
て
は
、
そ
の
外
来
の

火
花
の
出
所
は
イ
ン
ド
文
明
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
エ
ウ
テ
ュ
デ
ー
モ
ス
色
圏
‐
］
雪
國
。
）
治
下
の
バ
ク
ト
リ
ャ
の
ギ
リ
シ
ャ
諸

侯
が
イ
ン
ド
世
界
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
征
服
の
結
果
、
ギ
リ
シ
ャ
文
明
の
内
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
編
入
さ
れ
た
」
と
こ
ろ
の
イ
ン

ド
文
明
圏
の
住
民
た
ち
に
よ
っ
て
、
大
乗
佛
教
は
創
造
さ
れ
た
（
「
研
究
」
旧
七
一
八
、
九
頁
）
、
と
見
得
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
他

の
箇
処
（
「
研
究
」
旧
六
五
八
頁
）
で
は
ま
た
「
佛
教
精
神
を
根
本
的
に
変
化
さ
せ
た
こ
の
新
し
い
酵
母
」
は
イ
ン
ド
文
明
よ
り
の
内
的
プ

ロ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
体
験
の
結
果
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
既
に
そ
れ
以
前
に
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
ユ
ダ
ヤ
教
と
を
燃
え
上
が
ら
せ
た
シ
リ

ヤ
文
明
の
炎
か
ら
移
さ
れ
た
火
花
で
あ
ろ
う
か
、
ど
ち
ら
に
も
軍
配
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
も
述
ゞ
へ
ら
れ
て
い
る
。

匹
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彼
ら
佛
教
者
は
そ
の
超
脱
を
「
真
筆
に
ま
た
毅
然
と
し
て
」
お
こ
な
っ
た
。
し
か
し
、
第
一
に
、
現
世
お
よ
び
現
世
に
お
け
る
欲
情
か

ら
の
絶
対
的
な
解
脱
は
果
し
て
人
間
の
到
達
し
得
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
本
来
不
可
能
な
よ
う
に
見
え
る
で
は
な
い
か
。
「
欲
望
の

滅
却
以
外
の
い
か
な
る
も
の
も
欲
求
し
な
い
と
い
う
欲
望
の
滅
却
な
ど
と
い
う
こ
と
が
果
し
て
心
理
的
に
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
」
（
欲
愛

冨
目
騨
‐
冨
己
国
や
有
愛
匡
国
く
鱈
‐
国
三
国
の
み
な
ら
ず
非
有
愛
く
き
ｇ
ご
診
‐
国
コ
ョ
す
な
わ
ち
。
『
う
昌
洞
言
］
・
閏
言
弓
言
昌
さ
え
も
が
否

ら
に
よ
れ
ば

世
か
ら
遠
離

つ
（
「
試
煉
」

そ
れ
と
も
、
誤
り
伝
え
た
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
議
論
の
岐
れ
る
問
題
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
決
定
的
な

答
え
は
出
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
二
三
の
学
者
は
、
小
乗
諸
経
典
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
体
系
的
な
哲
学
の
外
被
の
下
に
、

、
、
ｂ
、
、
℃
、
、
℃

佛
陀
自
身
の
教
え
が
散
見
さ
れ
る
限
り
で
は
、
彼
自
身
は
霊
魂
の
実
在
と
不
滅
を
否
認
し
は
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、
ま
た
彼
の
修
行
の
目

、
、
、
、
、
ｂ
、
、
、
、
、
、

標
で
あ
っ
た
浬
藥
は
絶
対
的
消
滅
の
境
地
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
生
そ
の
も
の
の
消
滅
で
は
な
く
て
、
そ
れ
が
生
に
纒
い
着
い
て
い
る
限
り

、
、
、
、
、
、
、
、

到
底
生
を
十
全
に
生
き
抜
く
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
不
純
な
欲
念
の
消
滅
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
主
張
し

て
い
る
」
（
「
研
究
」
旧
六
五
六
、
七
頁
）
・

こ
こ
に
は
ま
た
ト
イ
ン
ビ
ー
の
浬
藥
の
観
念
に
つ
い
て
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
彼
は
初
期
佛
教
の
説
く
浬
樂
を
そ

の
よ
う
に
絶
対
的
な
自
己
滅
却
で
あ
る
と
解
し
、
そ
こ
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
原
始
・
小
乗
佛
教
は
「
勇
敢

、
、

に
超
脱
の
道
を
最
後
ま
で
行
き
尽
く
し
、
そ
の
論
理
的
帰
着
点
で
あ
る
自
己
滅
却
に
辿
り
つ
い
た
」
。
こ
れ
は
「
知
的
業
績
と
し
て
ま
こ
と

Ｅ
、

に
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
り
‐
道
徳
的
業
績
と
し
て
我
女
を
驚
倒
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
」
が
、
し
か
し
「
完
全
な
超
脱
は
、
一
切
の
よ

こ
し
ま
な
情
慾
を
払
い
の
け
る
と
同
じ
く
、
仮
借
な
く
憐
れ
み
を
、
従
っ
て
ま
た
愛
を
、
振
り
棄
て
る
」
（
「
研
究
」
旧
八
九
○
頁
）
・
「
佛
教

者
は
世
俗
の
あ
ら
ゆ
る
形
式
か
ら
、
ま
た
世
俗
生
活
そ
の
も
の
に
伴
う
欲
情
か
ら
、
超
脱
し
よ
う
と
し
た
」
（
「
宗
教
観
」
一
○
四
頁
）
。
彼

ら
に
よ
れ
ば
「
こ
の
世
界
は
全
面
的
に
無
意
味
で
あ
り
、
悪
で
あ
る
。
こ
の
世
界
に
お
け
る
魂
の
任
務
は
こ
の
世
を
堪
え
忍
び
、
こ
の

世
か
ら
遠
離
し
、
こ
の
世
か
ら
脱
出
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
」
。
そ
の
点
で
佛
教
と
ス
ト
ア
派
や
エ
ピ
ク
ロ
ス
派
と
は
同
じ
見
方
に
立

し
、
、
こ
の

二
六
四
一
貝
）
。
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定
さ
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
、
小
乗
哲
学
自
身
が
こ
の
矛
盾
に
気
づ
い
て
い
た
証
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
）
第
二
に
、

絶
対
的
な
解
脱
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
果
し
て
そ
れ
は
善
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
は
利
己
的
な
欲
望
だ
け
で
な
く
、
愛
と
か
憐

れ
み
の
情
と
か
い
う
欲
求
す
ら
も
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
で
は
な
い
か
。
し
か
も
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
始
佛
教
が
そ
の
こ
と
を
主

張
し
た
の
だ
と
し
た
ら
、
佛
陀
自
身
矛
盾
を
冒
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
彼
は
浬
藥
に
入
る
こ
と
な
し
に
利
他
的
伝
道
活
動
を
続
け
た
の

で
あ
る
か
ら
（
「
宗
教
観
」
一
○
四
、
五
頁
）
。

結
局
、
原
始
・
小
乗
佛
教
の
哲
学
者
た
ち
は
、
人
間
に
と
っ
て
、
自
己
充
足
“
の
弓
の
昌
冨
①
巨
昌
の
追
求
の
目
標
が
理
論
上
必
然
に
自

己
滅
却
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
逆
説
的
な
真
理
を
把
握
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
行
動
し
た
。
「
逆
説
的
」
と
い
う
の
は
、

完
全
な
精
神
的
自
己
充
足
に
到
達
す
る
た
め
に
は
一
個
の
自
我
た
る
こ
と
を
止
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
、
生
命
の
核
心
そ
の
も
の
に
存
す

、

る
矛
盾
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
常
生
活
は
ま
た
の
名
を
苦
と
い
う
一
つ
の
緊
張
で
あ
る
。
こ
の
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
る

た
め
に
は
、
自
己
中
心
性
の
糧
で
あ
る
と
同
時
に
精
神
の
自
己
充
足
と
い
う
目
標
に
達
す
る
た
め
の
障
碍
で
も
あ
る
煩
悩
、
自
己
主
張
の

火
を
あ
お
る
薪
た
る
煩
悩
、
を
減
し
つ
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
浬
藥
、
す
な
わ
ち
煩
悩
の
火
が
吹
き
消
さ
れ
た
状
態
、
に
到
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
（
「
宗
教
観
」
一
○
二
、
三
頁
）
。

し
か
し
、
絶
対
的
に
自
己
充
足
的
で
あ
る
と
同
時
に
絶
対
的
な
愛
や
憐
れ
み
の
情
を
も
ち
得
る
も
の
は
神
の
み
で
あ
る
。
両
条
件
を
共

に
叶
え
る
わ
け
に
行
か
ぬ
人
間
と
し
て
は
、
む
し
ろ
自
己
充
足
へ
の
探
求
を
中
止
し
て
も
や
は
り
愛
や
憐
れ
み
の
情
を
し
っ
か
り
保
持
し

た
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
愛
や
憐
み
の
情
を
せ
い
い
っ
ぱ
い
放
棄
し
て
見
て
も
、
な
お
浬
渠
の
此
岸
に
あ
っ
て
は
到
底
完
全
な
自
己
充
足
に

は
達
し
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
（
「
宗
教
観
」
一
○
七
頁
）
。

「
も
し
仮
に
キ
リ
ス
ト
教
の
創
始
者
と
そ
の
使
徒
な
る
伝
道
者
が
超
脱
の
哲
学
の
心
酔
者
で
あ
っ
た
な
ら
、
恐
ら
く
彼
ら
は
、
地
上
の

残
り
の
生
涯
の
間
を
通
じ
て
、
荒
野
に
留
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
超
脱
の
哲
学
の
限
界
は
、
そ
の
説
く
浬
桑
が
魂
の
旅
の
終
着
駅
で
は

℃
、
、

な
く
て
単
に
そ
の
途
上
の
宿
駅
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
見
落
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
終
着
駅
は
神
の
国
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
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大
乗
佛
教
が
ク
シ
ャ
ン
帝
国
の
領
土
を
通
り
、
シ
ナ
大
陸
に
入
っ
て
さ
ら
に
極
東
全
体
に
展
開
し
て
行
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
先
ず
、

こ
の
頃
（
紀
元
二
世
紀
）
、
ロ
ー
マ
・
・
ハ
ル
チ
ャ
・
ク
シ
ャ
ン
三
帝
国
の
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
太
平
を
調
歌
す
る
中
で
人
間
精
神
の
空
白
が
生

じ
、
そ
こ
に
新
し
い
宗
教
の
興
隆
が
あ
っ
た
事
実
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
れ
は
文
化
的
な
対
立
を
越
え
た
人
間
愛
の
理
想
が
、
階
級
・
性
別

な
ど
を
超
越
し
て
す
べ
て
の
人
類
を
受
け
入
れ
、
何
か
人
間
を
超
え
た
力
と
そ
の
救
い
に
人
類
を
近
づ
け
た
の
だ
！
と
い
う
（
「
西
欧
」
一

遍
在
的
な
王
国
は
、
今
こ
こ
に
地
上
に
生
き
て
い
る
そ
の
市
民
に
対
し
て
、
奉
仕
を
要
求
す
る
」
（
「
研
究
」
三
二
六
頁
）
。

「
現
象
世
界
を
離
脱
す
る
た
め
に
は
、
魂
は
み
ず
か
ら
を
減
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
‐
｜
「
魂
の
内
部
の
も
ろ
も
ろ
の
要
素
を
さ
え
も
減

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
何
よ
り
も
先
に
愛
と
か
憐
れ
み
の
情
を
減
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
」
こ
れ
は
小
乗
佛
教
の
考
え

方
の
中
で
特
に
明
ら
か
で
あ
る
の
だ
が
、
大
乗
佛
教
の
中
に
‐
も
ま
た
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
大
乗
の
菩
薩
は
「
す
、
へ
て

、
、
、
Ｂ
、

の
衆
生
へ
の
愛
と
憐
れ
み
に
動
か
さ
れ
」
て
自
ら
を
犠
牲
と
す
る
け
れ
ど
も
「
結
局
、
そ
の
道
が
自
己
の
滅
却
を
通
し
て
救
済
に
至
る
一
止

道
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
菩
薩
が
衆
生
へ
の
愛
と
憐
れ
み
に
動
か
さ
れ
「
そ
れ
に
呼
応
し
て
人
間
の
側
か
ら
も
彼

の
た
め
に
愛
と
感
謝
を
捧
げ
る
」
に
か
か
わ
ら
ず
、
菩
薩
は
「
こ
の
相
互
愛
を
わ
が
身
と
共
に
滅
却
し
よ
う
と
す
る
」
も
の
な
の
で
あ
る

（
「
試
煉
」
三
六
四
、
五
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
説
き
方
は
、
あ
る
い
は
大
乗
佛
教
の
空
の
思
想
に
対
す
る
ト
イ
ン
ビ
ー
な
り
の
理
解
に
基
づ
く

、
Ｂ
、
、
℃
、
、

の
か
も
知
れ
な
い
。
菩
薩
は
、
理
論
に
お
い
て
は
、
他
宗
教
の
神
の
よ
う
に
絶
対
的
実
在
の
人
格
面
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
自
我
を
滅

却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
在
と
の
調
和
に
達
成
せ
ん
と
す
る
点
で
、
原
始
・
小
乗
佛
教
の
阿
羅
漢
と
つ
な
が
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し

も
、
、
、
、
、
、

か
し
、
実
践
に
お
い
て
は
、
菩
薩
は
「
事
実
、
神
か
神
に
近
い
存
在
」
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
絶
対
的
実
在
の
人
格
面
が
示
現
す
る
（
「
宗
教

観
」
四
○
五
頁
）
の
だ
し
、
大
乗
佛
教
と
し
て
は
、
菩
薩
の
慈
悲
の
精
神
（
「
宗
教
観
」
一
三
一
、
一
三
四
頁
。
「
西
欧
」
一
三
五
頁
。
Ｑ
日
も
岸
Ｓ
》

ｅ
や
利
他
の
主
張
（
「
宗
教
観
」
一
○
五
頁
）
な
ど
の
よ
う
な
宗
教
性
の
方
が
い
っ
そ
う
注
目
さ
れ
る
。
へ
き
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

五
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三
二
’
五
頁
、
一
三
八
頁
）
。

大
乗
佛
教
は
ク
シ
ャ
ン
帝
国
領
を
通
過
し
な
が
ら
、
ギ
リ
シ
ャ
美
術
に
そ
の
宗
教
思
想
表
現
の
手
段
を
発
見
し
た
。
こ
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ

式
ギ
リ
シ
ャ
風
佛
教
美
術
は
、
や
が
て
シ
ナ
。
朝
鮮
か
ら
さ
ら
に
遠
く
日
本
に
ま
で
達
し
た
（
「
実
験
」
三
六
頁
、
「
西
欧
」
七
七
、
一
三
一
頁
）
↑

そ
れ
を
ギ
リ
シ
ャ
文
明
の
側
か
ら
見
れ
ば
‐
古
典
ギ
リ
シ
ャ
に
始
ま
っ
た
文
明
放
射
の
波
が
、
次
第
に
退
化
し
な
が
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

に
至
っ
て
、
そ
こ
で
イ
ン
ド
か
ら
放
射
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
も
う
一
つ
の
精
神
力
と
ぶ
つ
か
っ
て
、
新
し
い
強
度
の
創
造
力
を
も
っ
た
大
乗

佛
教
文
明
を
生
み
出
し
た
（
「
試
煉
」
八
三
、
四
頁
。
「
研
究
」
旧
七
八
九
頁
）
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
し
、
一
方
イ
ン
ド
文
明
の
側
か
ら
そ
れ

を
見
れ
ば
、
イ
ン
ド
思
想
が
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
霊
感
を
受
け
て
新
し
い
一
つ
の
芸
術
に
具
体
化
さ
れ
て
、
極
東
世
界
を
光
被
し
た
（
「
試
煉
」

二
九
二
頁
）
、
と
も
言
え
る
わ
け
で
あ
る
。

「
キ
リ
ス
ト
教
も
ギ
リ
シ
ャ
美
術
に
引
き
つ
け
ら
れ
」
た
。
し
か
し
「
大
乗
佛
教
の
場
合
と
違
い
、
キ
リ
ス
ト
教
は
ギ
リ
シ
ャ
思
想
に
も

引
き
つ
け
ら
れ
た
」
・
大
乗
佛
教
は
ギ
リ
シ
ャ
文
明
の
中
の
「
こ
の
知
的
要
素
を
利
用
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
」
。
「
イ
ン
ド
哲
学
思
想
は
そ

、
、
、
、
、
℃
、

℃
、

れ
自
身
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
佛
教
も
宗
教
と
な
る
以
前
に
、
イ
ン
ド
哲
学
思
想
の
一
派
と
し
て
発
足
し
た
の
で
あ
っ
た
」
か
ら
で
あ

る
（
「
実
験
」
三
六
、
七
頁
。
「
西
欧
」
一
三
七
、
八
頁
）
、
と
い
う
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
ミ
リ
ン
ダ
・
・
ハ
ン
ハ
を
「
イ
ン
ド
思
想
と
ギ
リ
シ
ャ
思
想

と
の
対
決
」
と
見
て
は
お
ら
ず
北
伝
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
発
展
を
ギ
リ
シ
ャ
の
「
合
理
的
思
惟
」
の
影
響
と
考
え
て
も
い
な
い
よ
う
で
あ
う

大
乗
佛
教
と
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
と
は
「
と
も
に
そ
れ
が
発
生
し
た
非
ギ
リ
シ
ャ
社
会
を
改
宗
せ
し
め
る
代
り
に
、
ギ
リ
シ
ャ

、
、
、

文
明
圏
の
中
に
そ
の
活
動
の
舞
台
を
見
出
し
た
と
い
う
点
で
」
あ
い
通
ず
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
が
解
体
期
の
ギ
リ
シ
ャ
文
明
圏
の
中
に
居

、
、
℃

を
定
め
、
そ
こ
に
留
っ
た
の
に
対
し
、
大
乗
佛
教
は
、
さ
ら
に
居
を
転
じ
て
、
中
央
ア
ジ
ア
の
高
原
を
横
断
し
て
、
解
体
期
の
シ
ナ
文
明

ユ
ニ
ヴ
ア
ー
サ
ル
・
チ
ャ
ー
チ

圏
に
入
り
、
シ
ナ
文
明
の
「
内
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
に
よ
っ
て
そ
の
「
世
界
教
会
」
と
な
っ
た
（
「
研
究
」
旧
六
五
九
頁
）
。
そ
し
て

さ
ら
に
、
近
代
の
極
東
文
明
圏
が
生
れ
出
る
時
、
そ
の
「
さ
な
ぎ
」
に
な
っ
た
（
「
研
究
」
一
○
○
頁
）
。
つ
ま
り
「
大
乗
佛
教
は
極
東
の
近

代
史
と
古
代
シ
ナ
史
と
の
間
の
仲
介
者
」
（
「
試
煉
」
一
二
一
○
頁
）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
し
か
し
極
東
に
お
い
て
湧
号
昼
皀
さ
易
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冷
昌
言
と
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
目
①
の
ｘ
ｏ
言
里
ぐ
の
菌
昌
穿
と
は
な
ら
な
か
っ
た
（
。
嵐
も
．
鷺
）
。
西
ア
ジ
ヤ
や
西
欧
と
同
じ
く
、
極
東
で
も

宗
教
に
対
す
る
弾
圧
や
殉
教
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
が
、
全
休
と
し
て
、
シ
ナ
帝
国
に
お
け
る
大
乗
佛
教
よ
り
も
ロ
ー
マ
帝
国
や
近
代

西
欧
諸
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
方
が
、
そ
の
受
け
た
迫
害
も
激
し
く
そ
れ
に
耐
え
た
態
度
も
毅
然
と
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
が
、

こ
れ
は
両
世
界
の
人
間
の
気
質
の
差
か
ら
も
来
る
の
で
あ
ろ
う
（
「
宗
教
観
」
一
四
二
、
三
頁
。
目
凰
》
冒
巳
巴
、
と
い
う
。

次
に
は
、
日
本
佛
教
に
つ
い
て
の
ト
イ
ン
ビ
ー
の
所
論
を
捨
い
上
げ
て
見
よ
う
。
こ
こ
で
は
い
く
ぶ
ん
安
易
な
類
比
や
平
板
な
解
釈
も

見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
鎌
倉
佛
教
に
つ
い
て
論
じ
て
い
う
Ｉ
「
我
々
は
、
ギ
リ
シ
ャ
文
明
圏
の
内
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
自
ら

の
耐
え
忍
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
苦
難
に
対
し
て
最
も
効
果
的
な
対
応
手
段
を
求
め
か
つ
見
出
し
た
高
等
宗
教
に
該
当
す
る
も
の
を
、
日

本
の
宗
教
の
中
に
見
出
す
」
。
す
な
わ
ち
浄
土
宗
・
浄
土
真
宗
・
法
華
宗
・
禅
宗
は
「
す
べ
て
同
じ
大
乗
佛
教
の
変
形
で
あ
っ
て
、
外
来

の
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
ギ
リ
シ
ャ
文
明
の
高
等
宗
教
と
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
四
つ
の
う
ち
三
つ
ま
で
は
男
女
の
宗
教
的
平
等
を
説

い
た
点
で
キ
リ
ス
ト
教
と
類
似
し
て
い
る
。
単
純
素
朴
な
民
衆
に
説
く
に
当
っ
て
、
こ
れ
ら
の
宗
教
の
開
祖
た
ち
は
漢
文
を
棄
て
」
俗
語

を
仮
名
で
書
き
記
し
た
。
そ
の
弱
点
は
「
で
き
る
だ
け
広
汎
な
民
衆
に
救
済
を
宵
そ
う
と
念
願
す
る
あ
ま
り
、
彼
ら
の
要
求
の
調
子
を
下

げ
過
ぎ
た
」
こ
と
で
あ
っ
て
「
あ
る
者
は
た
だ
念
佛
を
唱
え
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
説
き
、
あ
る
昔
は
そ
の
門
弟
た
ち
に
ほ
と
ん
ど
、
あ
る

い
は
全
く
、
道
徳
的
な
要
求
を
し
な
か
っ
た
」
（
「
研
究
」
旧
六
四
四
）
。

禅
に
つ
い
て
は
そ
の
形
式
的
な
も
の
を
越
え
て
い
る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
る
ｉ
禅
は
イ
ン
ド
的
宗
教
の
一
般
的
に
も
つ
長
所
の
他
に
、

さ
ら
に
、
自
発
性
名
○
国
国
冒
の
量
『
と
い
う
長
所
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
禅
は
祭
儀
的
な
、
あ
る
い
は
神
学
的
な
形
式
に
し
ば
ら
れ
て
は
な

、
、
、

ら
な
い
と
教
え
る
が
、
こ
の
点
で
未
来
の
人
類
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
す
で
あ
ろ
う
。
今
日
活
動
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
高
等
宗
教
の

形
態
の
中
で
、
禅
と
ク
ェ
ィ
カ
ー
と
に
は
粛
正
浄
化
す
べ
き
も
の
が
最
も
少
い
よ
う
だ
。
他
の
宗
教
に
は
籾
か
ら
ふ
る
い
分
け
る
べ
き
籾

殻
が
た
く
さ
ん
あ
る
（
「
鈴
木
諭
集
」
一
九
五
、
六
頁
）
。
宗
教
的
遺
産
の
中
で
籾
と
籾
殻
と
を
ふ
る
い
分
け
る
仕
事
は
常
に
必
要
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
た
す
こ
ぶ
る
困
難
な
こ
と
な
の
で
あ
る
（
「
宗
教
観
」
三
九
九
、
四
○
○
頁
）
。
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ト
イ
ソ
ビ
ー
に
よ
れ
ば
、
宗
教
は
、
低
次
な
も
の
か
ら
高
等
宗
教
に
至
る
ま
で
、
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
崇
拝
の
対
象
と

い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
自
然
・
人
間
・
絶
対
的
実
在
の
三
を
出
な
い
。
人
間
は
ま
ず
自
然
崇
拝
か
ら
始
め
、
そ
れ
を
一
応
通
過
し
た
あ
と
、

そ
の
代
り
と
し
て
人
間
み
ず
か
ら
の
崇
拝
に
赴
く
か
、
絶
対
的
実
在
へ
の
道
を
選
ぶ
か
、
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
高
等
宗
教
は
ま
さ

し
く
後
者
の
道
で
あ
る
が
、
そ
の
使
命
は
現
代
に
お
い
て
な
お
け
っ
し
て
終
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
（
「
鈴
木
諭
集
」
一
九
一
’
一
九
六
頁
）
．

元
来
自
然
崇
拝
は
、
人
間
が
「
非
人
間
的
」
自
然
を
あ
る
程
度
左
右
で
き
て
し
か
も
完
全
に
支
配
し
き
っ
て
は
い
な
い
時
代
の
所
産
で
あ

る
が
、
後
期
旧
石
器
時
代
に
な
る
と
人
間
は
そ
の
非
人
間
的
自
然
に
対
す
る
勝
利
（
し
た
が
っ
て
自
然
崇
拝
か
ら
の
脱
却
）
を
か
ち
得
は
じ
め
、

爾
来
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
高
等
宗
教
の
中
に
も
、
自
然
崇
拝
の
要
素
は
埋
も
れ
残
っ
て
い
る
。
大
乗

佛
教
の
マ
ン
ダ
ラ
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
生
殖
器
崇
拝
、
キ
リ
ス
ト
教
の
。
〈
ン
と
ぶ
ど
う
の
秘
蹟
、
回
教
の
カ
ー
バ
神
殿
の
黒
石
崇
拝
な
ど
が

そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
け
っ
し
て
単
な
る
化
石
的
遺
物
と
の
み
は
見
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
人
間
の
外
な
る
「
非
人
間
的
」
自
然

は
征
服
さ
れ
た
と
し
て
も
、
内
な
る
「
人
間
的
」
自
然
は
今
も
征
服
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
事
実
が
そ
の
こ
と
を
生
む
基
と
な
っ
て
い

現
代
日
本
佛
教
に
つ
い
て
ま
た
い
う
Ｉ
日
本
は
す
で
に
一
四
○
○
年
来
、
す
く
な
く
と
も
部
分
的
に
は
、
佛
教
国
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
明
治
維
新
以
来
、
佛
教
は
公
的
に
は
神
道
と
峻
別
さ
れ
て
来
た
か
ら
、
敗
戦
に
よ
っ
て
明
治
以
来
の
神
道
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
没
落
し
て

も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
累
を
被
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
神
道
の
神
話
と
儒
教
の
道
徳
と
の
没
落
の
あ
と
に
生
じ
た
精
神
的
真

空
を
佛
教
は
埋
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
佛
教
が
今
日
の
日
本
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
は
奇

異
な
こ
と
で
あ
る
。
日
本
佛
教
は
今
日
、
事
実
上
、
葬
儀
を
お
こ
な
っ
て
死
者
を
あ
の
世
に
導
く
役
目
を
果
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ

れ
は
な
お
強
い
社
会
的
慣
習
と
し
て
あ
り
、
日
本
の
不
信
心
者
が
佛
教
の
儀
礼
に
よ
っ
て
火
葬
さ
れ
る
の
は
、
西
洋
の
不
信
心
者
が
キ
リ

ス
ト
教
の
儀
礼
に
よ
っ
て
葬
ら
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る
（
園
騨
や
忠
ゞ
ざ
）
。

一
ハ
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こ
こ
に
「
人
間
的
」
自
然
と
い
う
の
は
、
潜
在
意
識
下
の
心
の
深
淵
、
心
の
「
本
源
の
イ
メ
ー
ジ
」
の
貯
蔵
庫
、
に
潜
む
も
の
で
あ
る
。

人
間
の
理
知
や
意
志
を
も
っ
て
ど
う
や
ら
圧
え
つ
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
、
こ
れ
は
実
は
理
知
や
意
志
が
な
か
な
か
拮
抗
し
得

な
い
程
の
も
の
で
あ
る
。
時
に
そ
れ
は
、
適
切
に
も
、
牡
牛
と
し
て
描
か
れ
る
。
禅
の
十
牛
図
の
牛
も
そ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
「
宗
教
観
」

三
三
、
四
頁
）
。
人
間
は
潜
在
意
祇
の
下
の
心
の
深
淵
で
暗
々
裡
に
、
そ
し
て
避
け
難
く
、
自
然
を
崇
拝
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
「
宗
教
観
」

三
八
頁
）
。
小
乗
佛
教
の
哲
学
は
こ
の
よ
う
な
「
人
間
性
に
ひ
そ
む
悪
魔
的
な
前
理
性
的
諸
要
素
を
克
服
す
る
に
は
精
進
を
他
に
し
て
は
無

い
」
こ
と
を
認
め
、
そ
の
道
に
努
力
し
た
が
、
そ
の
こ
と
の
困
難
さ
を
「
過
小
評
価
」
し
「
煩
悩
を
消
滅
す
る
こ
と
は
た
だ
理
知
と
意
志

と
の
努
力
の
み
に
よ
っ
て
果
し
得
る
と
信
じ
た
」
（
「
宗
教
観
」
三
五
頁
）
き
ら
い
が
あ
る
。

個
々
の
人
間
の
心
の
深
淵
の
そ
こ
ひ
の
闇
黒
に
横
わ
る
こ
の
も
の
は
、
も
は
や
そ
の
人
ひ
と
り
の
月
刷
○
旨
巴
な
意
識
で
は
な
く
て

○
○
臣
①
Ｏ
は
ぐ
①
ロ
ロ
８
用
ｐ
○
用
ロ
①
閉
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
べ
て
の
人
間
に
共
通
な
も
の
で
は
な
い
か
・
そ
れ
は
こ
の
地
球
上

の
全
生
類
に
共
通
な
も
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
精
神
的
な
相
に
お
い
て
は
全
宇
宙
に
共
通
な
も
の
（
８
日
目
○
画
８
９
①
昇
島
巳
の
旦

昏
①
冒
昌
ぐ
①
恩
①
旨
爵
誘
胃
言
○
四
名
の
ｇ
）
で
は
な
い
か
。
そ
う
と
す
れ
ば
わ
れ
わ
れ
は
、
理
論
的
に
は
、
「
汝
（
人
間
の
心
の
奥
か
に
住

む
も
の
）
は
そ
れ
（
宇
宙
の
背
後
に
存
す
る
究
極
的
実
在
）
で
あ
る
」
と
い
う
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
直
観
に
近
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
実
践
的
に

は
、
浬
藥
に
到
り
得
る
ま
で
に
自
己
を
制
し
て
行
く
た
め
の
厳
し
い
心
の
修
練
を
説
く
佛
教
の
立
場
に
従
お
う
と
す
る
こ
と
に
な
る
ｅ
の
‐

は
、
浬
巽
に
到
り
得
る
ま
で
に
自
「

凹
昏
も
虐
田
』
「
宗
教
観
」
四
○
四
頁
）
。

最
後
に
、
佛
教
の
「
業
」
の
思
想
に
つ
い
て
ト
イ
ン
ビ
ー
の
述
令
へ
る
所
は
⑩
そ
れ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
原
罪
思
想
と
の
関
連
②
そ
れ
が
宿

命
論
か
ら
罪
の
意
識
へ
と
導
く
思
想
的
小
路
で
あ
る
こ
と
③
そ
れ
と
無
我
説
と
の
関
係
、
と
い
う
三
点
に
触
れ
て
い
る
が
、
あ
と
の
二
点

の
指
摘
の
中
に
は
、
奇
異
な
言
い
方
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
思
想
理
解
の
深
さ
の
さ
す
が
に
並
々
な
ら
ぬ
も
の
を
示
し
て
い
る
。

業
論
は
一
つ
の
「
精
神
的
決
定
論
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
．
人
の
人
間
の
地
上
に
お
け
る
生
涯
と
い
う
狭
い
時
間
の
範
囲
を
超
え
て
」

る
か
ら
で
あ
る
。
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体
系
」

‐
／
季
一
一

１
１
し
ふ
ｊ
小
｜

↑
め
ヲ
○
○

原
因
と
結
果
の
連
鎖
を
前
後
に
遠
く
押
拡
げ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
原
罪
思
想
と
、
佛
教
哲
学
お
よ
び
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
双
方
に
入
り
込
ん
で

い
る
イ
ン
ド
文
明
の
業
の
思
想
と
は
、
今
日
生
き
て
い
る
一
人
の
人
間
の
性
格
や
行
為
が
過
去
に
お
こ
な
っ
た
行
動
に
よ
っ
て
因
果
的
に

制
約
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
す
る
点
で
、
一
致
し
て
い
る
（
「
研
究
」
旧
七
五
七
頁
）
。
し
か
し
、
業
の
思
想
で
は
、
↑
受
動
的
な
愉
落

の
意
識
と
能
動
的
な
罪
の
意
識
と
が
そ
こ
で
重
な
り
合
う
一
種
の
ご
○
‐
自
画
旨
》
の
‐
冒
己
が
あ
る
こ
と
を
、
暗
黙
の
う
ち
に
仮
定
し
て
い
る
。

「
業
は
、
一
而
に
お
い
て
、
原
罪
と
同
じ
よ
う
に
い
や
お
う
な
く
魂
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
、
否
む
こ
と
の
許
さ
れ
な
い
精
神
的
相
続
財
産

と
い
う
風
に
考
え
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
あ
る
与
え
ら
れ
た
瞬
間
に
あ
っ
て
は
、
積
り
重
な
っ
た
業
の
負
担
の
量
は
、
あ
る
与
え
ら
れ

た
瞬
間
に
魂
の
宿
っ
て
い
る
個
人
の
計
画
的
自
発
的
な
行
動
に
よ
っ
て
、
増
え
も
し
減
り
も
す
る
も
の
で
あ
る
」
。
こ
れ
は
「
克
服
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
宿
命
」
か
ら
「
克
服
す
る
こ
と
の
て
き
る
罪
」
へ
の
推
移
で
あ
る
（
「
研
究
」
旧
七
六
三
頁
）
。
も
っ
と
も
、
一
面
か
ら
い
え

、
、
、
、
、

ば
佛
教
哲
学
は
そ
の
「
業
の
心
理
的
法
則
の
論
理
的
帰
結
を
極
端
な
ま
で
に
押
し
進
め
」
て
「
侵
略
的
な
全
体
主
義
的
精
神
的
決
定
論
の

体
系
」
と
し
た
。
「
佛
教
の
宇
宙
観
に
あ
っ
て
は
一
切
の
意
識
や
欲
望
や
目
的
意
志
は
、
定
義
上
、
合
体
し
て
持
続
的
な
も
し
く
は
安
定

、
、
、

し
た
一
個
の
人
格
な
ど
と
い
う
よ
う
な
も
の
に
な
る
こ
と
の
不
可
能
な
原
子
的
な
心
理
的
状
態
の
連
続
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
う
」
か
ら
で

こ
の
外
に
も
、
お
お
む
ね
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
佛
教
に
つ
い
て
の
鋭
い
、
あ
る
い
は
肌
味
深
い
指
摘
を
な
お
随
処
に
見
つ
け
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
例
え
ば
、
よ
く
論
ぜ
ら
れ
る
形
而
上
学
的
問
題
に
対
す
る
佛
陀
の
無
記
の
態
度
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
「
理
知
の
試
み
を
阻
止

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
志
の
企
て
る
な
み
な
み
な
ら
ぬ
倫
理
的
な
努
力
に
力
を
そ
そ
い
で
」
人
間
性
に
潜
む
前
理
性
的
要
素
を
克
服
せ

ん
と
し
た
も
の
だ
、
と
い
う
（
「
宗
教
観
」
三
五
頁
）
。
ア
シ
ョ
ー
カ
の
佛
教
伝
道
が
ギ
リ
シ
ャ
世
界
で
挙
げ
た
成
果
の
不
明
（
「
高
原
」
二
、

、
℃
、
、
、
、
、
、

二
頁
）
な
こ
と
を
「
政
治
的
権
力
が
支
配
的
少
数
者
の
哲
学
を
強
制
し
よ
う
と
す
る
」
場
合
成
功
の
見
込
は
た
い
へ
ん
少
い
こ
と
の
一
例

と
解
す
る
（
「
研
究
」
旧
八
二
八
頁
）
。
キ
リ
ス
ト
教
と
佛
教
と
を
比
較
し
て
は
、
前
者
が
「
実
在
」
を
外
部
に
、
「
神
」
に
求
め
よ
う
と
し

た
の
に
対
し
て
、
後
者
は
そ
れ
を
「
人
間
の
魂
の
内
部
を
の
ぞ
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
」
見
出
そ
う
と
し
た
、
と
す
る
（
「
宗
教
観
」
三
一
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三
頁
）
。
ユ
ダ
ヤ
的
諸
宗
教
が
人
間
と
人
間
以
外
の
生
物
と
の
差
別
を
き
び
し
く
立
て
て
、
そ
こ
に
人
間
の
Ｓ
ｍ
昌
耳
を
見
出
す
の
に
対

し
て
、
佛
教
は
そ
の
よ
う
な
ｇ
①
胃
‐
ｏ
昌
昌
“
は
ロ
ｏ
は
○
口
を
立
て
な
い
こ
と
ｅ
３
昏
も
、
侭
）
、
佛
教
の
中
に
は
現
代
科
学
の
人
生
観
と
相

容
れ
る
合
理
的
哲
学
が
あ
る
こ
と
（
冒
胃
も
．
忠
）
、
佛
教
が
イ
ン
ド
世
界
を
把
握
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
ら
カ
ー
ス
ト
制
は
斐
除
さ

れ
た
か
も
知
れ
な
い
こ
と
（
「
研
究
」
旧
五
一
○
、
五
二
頁
。
「
実
験
」
七
一
頁
）
、
な
ど
と
い
う
言
い
方
は
そ
れ
ほ
ど
目
新
し
い
指
摘
と
も
思

わ
れ
な
い
が
、
原
始
・
小
乗
佛
教
の
出
世
間
性
を
強
調
し
て
、
「
佛
教
古
派
」
の
出
家
僧
伽
は
、
教
団
の
旨
ロ
⑦
Ｈ
ｇ
ａ
①
で
あ
っ
て
、
そ

れ
が
啓
の
欝
口
①
目
日
日
〕
を
形
成
し
て
い
た
、
と
い
う
説
き
方
（
ｇ
己
．
や
届
』
届
）
に
は
注
目
さ
れ
る
し
、
そ
の
出
世
問
性
が
今
日
に

道
し
た
佛
教
僧
院
の
、
廃
滅
の
跡
（
そ
れ
は
「
時
間
と
い
う
も
の
を
無
言
で
征
服
し
た
記
念
物
」
で
あ
る
、
と
い
う
）
に
立
っ
て
、
そ
こ
に
感
ぜ

ら
れ
る
「
魂
に
浸
み
込
む
」
よ
う
な
佛
教
的
静
寂
に
つ
い
て
語
る
ト
イ
ン
ビ
ー
の
言
葉
（
「
高
原
」
三
一
頁
、
一
三
二
頁
）
に
は
、
ほ
と
ん
ど

感
動
的
な
も
の
が
あ
る
。
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